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卩97 年に 60 名足 らずで発 足 した色彩教材研究会も

4年目の春を迎え 170 名を越える大所帯とな りまし

た。　 昨年
’
99 年度は こ うした沢山の会員の皆様の

暖かい こ協力を得て、5 回の教材実習講座を行い、日

塗工標準見本帳をベ ー
スに類似色相面の色立体を作成

した り、市販の 扇風機で 回転混 色機を作 っ た りと、ア

ッ トホ
ー

ム且 つ ユ ニ
ー

クな会で色彩教育の レベ ル向上

に努める ことができたと、講師 ・幹事
一

同確信 してお

ります。

　また 5月の全国大会では、過去に実施した実習講座

の教材を
一

同に展示す る機会 にも恵まれ ました 。 まだ

まだ基礎教材ばか りではあ りま したが、広い壁面
一
面

に整然 と並 んだ教材 に、従事させ て 頂い た幹事一同、

感激を新たにさせ られ ました 。 沢山の 関心やお褒めの

言葉も頂き、大会後の反省会では 「次回 （大阪）大会

でも展示できるよう、初心を忘れずに努力 して い こ う。

また 、よ り多くの会員の方々 に運営に参加 して頂こ

う 。 」と、話 し合い がもた れ、運 営委員の増員や、遠

隔地の 会員へ の通信教育など、新たな活動の提案も成

されま した 。

　2000 年を迎え、この 3月 からは 日本色彩学会50

周年記念に作成 された 「色彩の古典」の 資料を基に新

たな教材開発も進められており、4 回の シ リーズで古

典書解説教材作成講座が行われます。会員の方々の こ

支援の基、今年度も実り多い研究活動が続けられるよ

う、心か ら願 っ てい ます 。
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第 1回色覚研究会　報告

　第 1回色彩研究会の会合は 1999 年 7月 10 日午前

10 時より 12 時まで慈恵会医大南講堂にて開催され

た 。当日の参加者は 16名。当 日都合が つ かず出席で

きなか っ た入会希望者を含めると 23 名であ っ た 。 今

後も会員は募集 していく予定で ある 。 当日は北原健二

主査より発足に つ い ての挨拶があり、出席者全員の 自

己紹介 と色覚に関する考え方、問題意識、研究内容な

ど多岐にわたる応答がなされた 。 医療 関係、色彩心理、

メ
ー

カ
ー

の 色彩 関係、色彩環境、デザイ ン ・美術関係、

住居
・
イ ンテ リア、色彩教育、福祉関係、カラ

ー
コー

デ ィ ネイターなどそれぞれの領域から色覚に深い関心

を寄せる方々 の参加があ り、各方面か らの様々な問題

提起がなされた。当面は活動内容と して 、テーマ を絞

っ て色覚問題を多方向か ら考察してい くこと、色覚へ

の理 解
・
知 識の レベ ル ア ッ プを目 的と し た情報交換、

また、講師を招いての講演会や色覚研究のシ ンポジウ

ムを開催して いきたい 旨の提案がなされ た。

第2回色覚研究会　講演会

　 1999 年 10月 30 日 （土 ） 13 ：00 −16 ：00 宝仙学

園短期大学4 号館多目的ホール に て 開催さ れ た 。 当初、

研 究会会員 の み を対象 と して い た が 、読 売新 聞

1999 年 10月28 日朝刊に 「お年寄りに優 しい 色の

気配 り」の記事で報道されたため会員 36 名、非会 員

46 名の計82 名の参加とな っ た 。 以下の 2講演が行わ

れた 。

　 1　 岡嶋　克典　（防衛大学校） 高齢者の 色覚 に つ

　　 いて

　2 　仲泊　聡 　 （神奈川 1丿ハ ビ リテ
ー

シ ョ ン 病院）

　　 大脳の色情報処理 機構

また 、 講演終了後 、 色覚研究会会員 で今後の 活動計

画 ・情報交換会 が行われ、

　 ・色覚研究会 シ ン ポジウムの計画

　 ・色覚論文のデー
タベ ー

ス、巖新研究の レビュ
ー

　 ・色覚研究と文部省科研費申請
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　 ・社会問題として の色覚問題

などが話 し合われた。 色覚研究会内に研究者を組織し、

文部省科学研究費　特定 領域研究の研究 領域と して、

基盤研究 C企画調 査に 「色覚と色彩環境」を申請する

こととな っ た。また 、平成 12年度の色覚シ ン ポジウ

ムの開催を予定し、文部省科学研究費　研究成果公開

発表Bへ の申請を色彩学会よ り行 っ た。

　朝倉書店 か ら刊行する色彩科学講座の企画及 び編集

を行い ，以下 の 7巻を決定

　　第 1巻　力ラ
ー

サイエ ンス

　　第2巻　力ラ
ーテクノ ロ ジ

ー

　　第3巻　力ラ
ービジ ョ ン

　　第4巻　力 ラーイメ
ー

ジ ン グ

　　第5巻　力ラ
ー

メデ ィ ア

　　第6巻　力 ラ ーイ ン ライ フ

　　第7巻　力 ラ
ーデザイン

　今秋以降第 1巻から順次出版の準備が整 っ た。

　こ の企画が終了予定なので、色彩学会と して編集及

び企画を行う次の企画を検討中 ，平成 12年度 か ら進

行の予定 。

　色彩学の新 しい流れに対応し、色彩学とは何か、現

在何が求められているのかを明確にする為に、色彩学

のカ リキ ュ ラムの再構築を行うことを目的に設立され

た委員会で ある 。

　本年度の 主な活動は現在大学及び短期大学で色彩学

と して どの よ うな内容が教え られて いるの かを全 国

182 校に アンケ
ー

ト調査 を行 い、］37 校 （75 ％ の

回収率）から現在教えられて い る科目名、教員名、ど

の 様な項 目が教え られ て いるのかの解答が得 られた。

　このデータを基に、現在色彩学を教えて い る大学及

び短期大学一覧、及びどの様な項目が教え られている

のかの基礎資料が作成された 。 こ の 資料か ら色彩学全

体の枠組み と、各色彩学を構成す る要素では何 を教え

るの かの 色彩学力 リキ ュ ラム第 1案を作成 。 此の第 1

案を色彩 学会の会員 で 色彩学の指導的立場 にある 50

名を対象に書面 による検討を行 っ て いる 。

　この途中経過はカラーフ ォ
ーラム JAPAN99 で発表

し、5月の色彩学会全国大会でも発表 した 。

　来年度は色彩学力 リキ ュ ラム最終案を作成し、色 々

な媒体を適 じて会員の皆様の意見 を集め、この案を改

編 し、よ り充実 した もの にする予定で あ る 。
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